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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年５月 11 日に公表した平成 19 年 12 月期中間連結業績予

想、及び平成 19 年 2 月 9日の決算発表時に公表した平成 19 年 12 月期連結業績予想を下記のとおり

修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 19 年 12 月期中間連結業績予想数値の修正 

(平成 19 年 1 月 1日～平成 19 年６月 30 日) 

                             (単位;百万円、％) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益

前回発表予想(Ａ) 

(平成 19 年５月 11 日発表) 
３５,０００ － １,３００ ５００

今回修正予想(Ｂ) ３５,４００ ２９０ ３５０ ２６０

増減額(Ｂ－Ａ) ４００ － △９５０ △２４０

増減率 １．１ － △７３．１ △４８．０

前中間期(平成 18 年 12 月中間期)実績 ３４,７４４ １，２４１ １,２４７ １９２

 

2. 平成 19 年 12 月期連結業績予想数値の修正 

(平成 19 年 1 月 1日～平成 19 年 12 月 31 日) 

                           (単位;百万円、％) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

(平成 19 年２月９日発表) 
７７,０００ － ２,８００ １,０００

今回修正予想(Ｂ) ７７,０００ １,９００ ２,０００ ９００

増減額(Ｂ－Ａ) － － △８００ △１００

増減率 － － △２８．６ △１０．０

前期(平成 18 年 12 月期)実績 ７２,９６６ ２，４１５ ２,３５６ ８８３



 

3. 修正の理由 

中間期の業績につきましては、売上高は増収になりましたが、経常利益においては米国に於

けるバイオエタノールの需要増加に伴い、輸入原材料である原料用アルコール及び原料用コー

ンの価格が予想を大幅に超えて上昇した事や販売促進費の増加などにより、前回発表予想数値

を下回る見込みであります。中間純利益におきましては、前回発表の通り投資有価証券の売却

益による特別利益の発生がございましたが、経常利益の減少により前回発表数値を下回る見込

みであります。 

下期の売上高は上期に引き続き増収となり、経常利益も前期を上回る見込みであります。通

期の業績予想につきましては、経常利益、当期純利益において中間期の動向を踏まえ前回発表

予想数値を下回る見込みであります。なお、上記の業績予想は、本資料の発表日現在において

入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想

数値と異なる場合があります。特に輸入原材料価格並びに為替動向により、当グループの業績

が影響を受ける可能性があります。 

  

以  上 


